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田沢湖畔の大沢地区で、きれいなひまわりが見頃を
迎え、多くのお客さんが立ち寄る姿が見られました。

【8 月 15 日撮影】

太陽の光いっぱい浴びて



旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　
８
月
３
日
、
新
潮
社
記
念
文
学
館
主
催
の
朗

読
公
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
ま
で
開
催
し
て
い
た
「
中
国
の
職

人
展
」
に
ち
な
み
、
塩
野
米
松
氏
の
「
角
館
に

生
き
る
」
か
ら
３
人
の
職
人
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
朗
読
は
、新
潮
社
記
念
文
学
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
や
さ
い
の
花
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
会
場
に
訪
れ
た
来
場
者
は
、
角
館
の
職
人
と

い
う
身
近
な
内
容
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

やさいの花による朗読を聞こうと会場には約 30 人が訪れました。

新
潮
社
記
念
文
学
館
が
お
く
る

８
月
の
朗
読
公
演
会　
　

「
人
と
技
」
を
テ
ー
マ
に

　
こ
の
ほ
ど
、
高
齢
者
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
元
角
館

東
小
学
校
長
の
佐
藤
貞
一
さ
ん
が
、
教
育
功
労
で
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者

元 

角
館
東
小
学
校
長

旧
協
和
町
立
淀
川
小
学
校
長
、
角
館
東
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
、
41

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
お
よ
び
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

佐 藤   貞 一  さん（88 歳　角館町小勝田）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　
８
月
１
日
、
市
立
角
館
総
合
病
院
で
「
一
日

看
護
学
生
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
公

益
社
団
法
人
秋
田
県
看
護
協
会
の
事
業
の
一
環

で
、
夏
休
み
期
間
中
の
高
校
生
を
対
象
に
、
施

設
見
学
や
看
護
体
験
を
通
し
て
看
護
職
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
角
館
高
校
と
大
曲
高

校
の
１
年
生
６
人
。
入
院
病
棟
や
放
射
線
科
・

手
術
室
な
ど
の
見
学
、
血
圧
測
定
や
ペ
ア
に

な
っ
て
の
食
事
介
助
な
ど
の
体
験
を
行
い
、
最

後
に
感
想
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
看
護
師
の
お
兄
さ
ん
に
憧
れ
て
自
分
も
な
り

た
い
と
参
加
し
た
熊
谷
彩
花
さ
ん（
角
館
高
校
）

は
、「
自
分
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
大
変
そ
う

だ
な
と
感
じ
た
。
で
も
、
患
者
さ
ん
や
看
護
師

さ
ん
同
士
で
話
し
て
い
る
時
が
、
と
て
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。
今
日
の
体
験
を
忘
れ
な
い
で
立

派
な
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

看護の仕事を体験

一日看護学生

実際に体験して感想を発表する参加した高校生。

叙
勲

令
和
元
年
度

　

８
月
15
日
、「
令
和
元
年
度
仙

北
市
成
人
式
」
が
、
仙
北
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

新
成
人
は
、
平
成
10
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
２
５
０
人
。

　
式
で
は
、
新
成
人
の
髙
橋
裕
貴

さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
成
人
を
代

表
し
て
、
櫻
田
隆
輝
さ
ん
が
成
人

証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
で
は
、
千

葉
健
太
朗
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
周

り
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
忘
れ
ず
に
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」、
阿
部
大
樹
さ
ん

が
「
現
在
、
地
元
企
業
で
働
い
て

い
る
。
社
会
人
と
し
て
の
責
任
の

大
き
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
。
家
族
、
友
人
、
地
域
の
方
々

に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
精
進
し

て
い
き
た
い
」、
太
田
侑
希
さ
ん

が
「
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、

一
番
に
友
人
の
存
在
に
支
え
ら
れ

て
き
た
。
今
後
も
友
人
を
大
切
に

支
え
合
い
共
に
歩
ん
で
い
き
た

い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

「誓いのことば」を述べた千葉健太朗さん、阿部大樹さん、太田侑希さん（左から順に）。

仙
北
市
成
人
式

成人を代表して、櫻田隆輝さん（左）に門脇市長（右）から成人証
書が授与されました。

成人証書を 9 月末日まで生涯学習課で
保管していますので、受け取りを希望
される方は下記までお願いします。
受取場所・問合せ／教育委員会　生涯
学習課（角館庁舎 2 階）☎ 43-3383

　

8
月
8
日
、
仙
北
市
民
会
館

で
「
令
和
元
年
度
仙
北
市
戦
没

者
追
悼
式
」
が
厳
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
戦
没
者
ご
遺
族
の
皆

さ
ま
と
昨
年
度
結
成
し
た
仙
北

市
遺
族
連
合
会
青
年
部
よ
り
9

人
が
参
加
し
、
戦
争
で
亡
く
な
ら

れ
た
ご
英
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り

な
が
ら
、献
花
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
第
53
回
秋
田
県
遺

族
連
合
会
大
仙
市･

仙
北
市･

仙
北
郡
戦
没
者
遺
族
地
方
大
会
」

も
同
日
行
わ
れ
、
戦
後
74
年
が

経
過
し
戦
没
者
遺
族
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
次
世
代
へ
戦
争
の

誓
い
新
た
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

成人式当日に出席できなかった方へ

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

　

８
月
10
日
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
ワ
ン

ダ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
で
「
仙
北
市

防
災
の
集
い
」
が
行
わ
れ
、
約

１
２
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
写
真
パ
ネ
ル
展
示
、

地
震
や
け
む
り
体
験
、
心
肺
蘇
生

１
分
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
日
産
車
の

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
駐
車
な
ど
、
楽

し
み
な
が
ら
防
災
に
興
味
や
関
心

を
持
て
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
子
ど
も
が
楽
し
そ

う
で
よ
か
っ
た
。
大
人
の
自
分
も

知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で 仙

北
市
防
災
の
集
い

実
際
に
心
肺
蘇
生
を
体
験
す
る
参
加
者
。

防
災
知
識
の
普
及
に

き
た
の
で
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」、

「
地
震
が
く
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も

怖
か
っ
た
。
子
ど
も
は
被
災
地
を

訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の

地
震
体
験
を
通
じ
て
、
今
後
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

仙北市戦没者追悼式
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

８
月
９
日
、
仙
北
市
新

角
館
庁
舎
建
設
工
事
安
全

祈
願
祭
が
新
庁
舎
建
設
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
者
な
ど

51
人
が
出
席
、
工
事
の
安

全
と
完
成
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

門
脇
市
長
は
「
多
く
の

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
こ
こ

ま
で
き
た
。
施
工
業
者
様

に
は
す
ば
ら
し
い
仕
事
を

し
て
い
た
だ
き
、
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
小
さ

な
国
際
文
化
都
市
を
目
指

す
市
政
を
実
現
で
き
る
拠

点
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
18
時
30
分

か
ら
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
仙
北
市
新
角
館
庁
舎
建

設
工
事
説
明
会
を
開
催
し
、

施
工
者
で
あ
る
瀧
神
・
小

松
・
寺
沢
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
か
ら
工
事
概

要
や
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

仮
設
工
事
な
ど
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
９
月
か
ら
地

中
熱
利
用
設
備
工
事
が
始

ま
り
、
令
和
２
年
３
月
か

ら
公
用
車
車
庫
棟
建
設
工

事
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
仙
北
市
新
角
館

庁
舎
は
令
和
２
年
10
月
竣

工
、
12
月
開
庁
予
定
と
な

り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

市
民
の
皆
さ
ま
へ
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工事の安全と完成を祈願
新角館庁舎建設工事

令
和
２
年
12
月
の
開
庁
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　
８
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
前
広
場

で
「
第
５
回
田
沢
湖
駅
前
広
場
夏
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
こ
ま
ち
の
会
（
村
上

陽
子
会
長
）
が
駅
前
を
活
性
化
し
よ
う

と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
親
子
で
手
作
り
お
も
ち
ゃ

を
作
る
コ
ー
ナ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
お
楽
し

み
会
の
ほ
か
、
地
域
の
伝
統
行
事
で
あ

る
梵
天
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
観

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

田
沢
湖
駅
前
広
場

下
宿
梵
天
若
者
会
有
志
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
梵
天
。

　

８
月
15
日
、
角
館
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
さ
さ

ら
舞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
盆
行
事
の
一
つ
と
し

て
祖
霊
と
神
仏
供
養
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

昼
の
部
で
は
、
雲
巖
寺
で
白
岩
若
者
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
白
岩
さ
さ
ら
の
奉
納
舞
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

夜
の
部
で
も
、
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
白
岩

さ
さ
ら
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
角
館
音
頭
を
踊
ろ

う
会
と
市
内
小
・
中
学
生
や
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ

る
踊
り
パ
レ
ー
ド
や
く
り
っ
こ
太
鼓
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
の
安
藤
大
輔
角
館
支

部
長
は
「
伝
統
行
事
を
続
け
て
い
く
の
が
大
変
に

な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
観
光
振
興
の
み
な
ら
ず

伝
統
行
事
の
保
存
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

角館の伝統芸能 ささら舞

雲巖寺で披露されたささら舞。

　このたび、角館中学校（山本暢三校長）の
新制第 5 期生で作られた卒業 30 周年記念行
事実行委員会（能美大輔実行委員長）が、生
徒の様々な作品を掲示するための展示板を寄
贈しました。
　これは卒業 30 周年を記念し、同実行委員
会が同期生に呼びかけて行われたものです。
　能美実行委員長は「母校への恩返しの気持
ちを込めて寄贈させていただきます」と話し
ました。これに対して山本校長は「生徒たち
のために有効に使わせていただきます」とお
礼を述べました。

左から加藤侯信副委員長、能美大輔実行委員長、山本暢三校長、
同期生で同校教諭の西根義明先生。

卒業 30 周年で母校に寄贈
　
８
月
２
日
、
仙
北
市
商
工
会
建
設
工
業
部
会
の
相
馬
博
之

部
会
長
（
㈱
相
馬
組 

代
表
取
締
役
）
よ
り
大
曲
支
援
学
校
せ

ん
ぼ
く
校
の
小
林
司
校
長
へ
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
市
内
の
建
設
・
製
造
業
の
商
工
会
員
か

ら
構
成
さ
れ
る
建
設
工
業
部
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
参
加
し
た
会
員
や
仙
北
市
議
会

議
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
集
ま
り
ま
し
た
。

　
相
馬
部
会
長
は
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
を
開
催
す
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
。
社
会
貢
献
が
で
き
た
ら
」
と
、
小
林
校
長

は
「
本
校
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
。
子
ど

も
た
ち
の
学
習
活
動
に
関
わ
る
と
こ
ろ
に
充
て
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

仙
北
市
商
工
会
建
設
工
業
部
会
が

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
へ
寄
付

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て

　
８
月
１
日
、
第
一
生
命
労
働
組
合
秋
田
営

業
職
支
部
か
ら
市
立
角
館
総
合
病
院
へ
車
い

す
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
一
生
命
労
働
組
合
で
は
、「
社
会
の
一

員
と
し
て
社
会
に
役
立
つ
活
動
」
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
Ｃ
」・リ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｒ
」

（
地
域
社
会
と
の
交
流
）
に
第
一
の
頭
文
字

「
Ｄ
」
を
つ
け
た
Ｄ
Ｃ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
秋
田
営
業
職
支
部
の
組
合
員
か
ら
の

募
金
に
よ
り
、今
回
の
贈
呈
に
至
り
ま
し
た
。

　
村
岡
朋
子
分
会
長
は
「
病
院
に
贈
呈
す
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
。
病
院
で
よ
く
使
う
車

い
す
を
贈
呈
で
き
た
と
と
も
に
、
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
」、
高
山
純
子
看

護
師
長
は
「
主
に
注
射
室
で
使
用
す
る
。
背

も
た
れ
が
折
れ
る
の
で
介
助
も
し
や
す
く
、

患
者
さ
ん
の
負
担
も
減
る
」と
話
し
ま
し
た
。

相
馬
部
会
長
（
左
）
か
ら
小

林
校
長
（
右
）
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

第一生命労働組合秋田営業職支部

市立角館総合病院へ車いすを贈呈
村
岡
朋
子
角
館
分
会
長
（
前
列
右
）
と
同

支
部 

宮
本
久
子
副
分
会
長
（
後
列
右
）
か

ら
高
山
純
子
看
護
師
長
（
前
列
左
）
と
菅

原
智
惠
子
看
護
部
長
（
後
列
左
）
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
防
犯
協
会
角
館
支
部
が
東
北
管
区
警
察
局

長
と
東
北
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
長
よ
り
、

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
伝
達
式
が

７
月
26
日
、
市
防
犯
協
会
の
通
常
総
会
に
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
、
吉
田
愼
一
支
部
長
に
若
月

浩
志
仙
北
警
察
署
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
角
館
支
部
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
平
成

18
年
10
月
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
全
国
地
域

安
全
運
動
期
間
や
年
末
年
始
の
犯
罪
防
止
期

間
、
地
域
の
行
事
・
祭
典
な
ど
に
お
い
て
犯

罪
予
防
・
少
年
非
行
防
止
活
動
、
ロ
ッ
ク
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
地
域
安
全
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
同
支
部
員
は
、「
こ
の
表
彰
を
糧
と
し
て
、

更
な
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
励
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

東北管区優良防犯団体に
防犯協会角館支部

東
北
管
区
優
良
防
犯
団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
角
館
支
部
の
皆
さ
ん
。

夏

ま
つ
り
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ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/
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▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

▼ 

畳
、
ス
プ
リ
ン
グ
の
入
っ
た
家
具
類
は

回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
専
門
の
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

じ
ゅ
う
た
ん
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
幅
１
㍍

程
度
に
裁
断
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は「
ご
み
の
出
し

方
便
利
帳
」で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
市
民

生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
配
り
し
て
い
る
ご
み
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー
の
と
お
り
、
９
月
～
11
月
に
秋
の
粗

大
ご
み
を
回
収
し
ま
す
が
、
最
近
は
収
集

で
き
な
い
ご
み
を
出
す
事
例
が
増
え
て
き

ま
し
た
の
で
、
い
ま
一
度
、
粗
大
ご
み
の

出
し
方
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

す
べ
て
の
粗
大
ご
み
に「
町
内
名
」と

「
お
名
前
」を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ガ
ラ
ス
、
鏡
の
つ
い
た
も
の
は
収
集
し
ま

せ
ん
。
取
り
外
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、

乾
燥
機
は
法
律
に
よ
り
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

家
電
製
品
の
電
源
コ
ー
ド
は
、
本
体
か

ら
切
り
離
し
、
レ
ジ
袋
な
ど
に
入
れ
て

お
出
し
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

環
境
保
全
係

（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８

　

10
月
１
日
に
消
費
税
・
地
方
消
費
税

の
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

10
％
の
う
ち
２・２
％
は
地
方
消
費
税（
地

方
税
）で
す
。

　
日
本
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
保
障

の
費
用
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

が
安
心
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
財
源
を
確
保
し
、
社
会
保
障
制

度
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
全

世
代
型
へ
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
10
％
へ
の
税
率
の
引

上
げ
が
必
要
で
す
。

　
引
上
げ
分
は
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税

と
も
に
、
全
世
代
を
対
象
と
す
る
社
会

保
障
の
充
実
と
安
定
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。

例
え
ば
…

▼ 

待
機
児
童
の
解
消

▼ 

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化

▼ 

真
に
支
援
の
必
要
な
学
生
の
高
等
教
育

10
月
１
日
か
ら

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
税
率
は
10
％
へ

【
問
合
せ
】税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
７

（
大
学
な
ど
）の
無
償
化

▼ 

介
護
職
員
の
処
遇
改
善

▼ 

所
得
の
低
い
高
齢
者
の
介
護
保
険
料
の

軽
減

▼ 

所
得
の
低
い
年
金
受
給
者
へ
の
給
付
金

の
支
給　
な
ど

　
税
率
引
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
飲
食
料
品

（
お
酒
・
外
食
を
除
く
）と
新
聞（
定
期
購

読
契
約
・
週
２
回
以
上
発
行
）に
係
る
税

率
を
８
％
に
据
え
置
き
ま
す（
軽
減
税
率

制
度
）。
こ
の
ほ
か
、
家
計
や
景
気
へ
の

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
も
実
施
し

ま
す
。

※
一
般
に「
消
費
税
」と
言
う
の
は
、
消
費
税

（
国
税
）と
地
方
消
費
税（
地
方
税
）を
合
計

し
た
も
の
で
す
。
地
方
消
費
税
収
は
、
地
方

自
治
体
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
身
近
な
行
政
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
政
府

広
報 

消
費
税
」で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

検索政府広報 消費税　　

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
今
後
遊
具
の
撤

去
・
更
新
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
生
保
内
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
型

遊
具
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
法
定
定
期
点

検
の
結
果
、危
険
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
や
む
を
え
ず
使
用
禁
止
と
さ
せ
て

生
保
内
公
園
内
の

大
型
遊
具
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】建
設
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
5

●
祝
金
／
５
千
円

※
９
月
15
日
現
在
、
仙
北
市
に
３
年
以

上
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方
へ

の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

　
仙
北
市
で
は
満
80
歳
の
方
に
敬

老
祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
の
日（
９
月
15
日
）以
降
、

対
象
者
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま

す
。

　
な
お
、
贈
呈
は
、
地
域
の
民
生

委
員
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

●
今
年
度
の
祝
金
対
象
者
／
昭
和

13
年
９
月
16
日
～
昭
和
14
年
９

月
15
日
生
ま
れ（
80
歳
）

敬
老
祝
金
を

贈
呈
し
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課 

長
寿
い
き
が
い
係

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
１

　
秋
田
県
で
は
、「
秋
田
県
障
害
者

へ
の
理
解
の
促
進
及
び
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
条
例（
以
下

「
条
例
」と
い
う
。）」が
平
成
31
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
県
、

市
町
村
お
よ
び
障
が
い
者
団
体
な

ど
が
連
携
し
、
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
に
つ
い
て
相
談
を
行
う

体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
障
害
者
総
合
支
援
協
議

会
で
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
を

県
の
条
例
施
行
に
合
わ
せ
て
整
備

し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
を
理
由
に
サ
ー
ビ
ス
を

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
や
対
応
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課 （
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８

断
ら
れ
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相

談
に
、
県
、
仙
北
市
、
各
障
が
い

者
団
体
、
専
門
相
談
機
関
な
ど
が

対
応
し
ま
す
。

●
相
談
窓
口
／
社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係

▼ 

電
話（
43
‐
２
２
８
８
）

▼ 

Ｆ
Ａ
Ｘ（
47
‐
２
１
１
６
）

●
関
連
ペ
ー
ジ
／
秋
田
県
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
美
の
国
あ
き

た
ネ
ッ
ト
」（https://w

w
w

.
pref.akita.lg.jp/pages/
archive/10214

）

仙
北
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
販
売
し
ま
す

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（西

木
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
８

　
8
月
1
日
に
販
売
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
へ「
仙
北
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引

換
券
交
付
申
請
書
」を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
請

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
市
民
税
情
報
の
確

認
後
、
9
月
20
日
頃「
仙
北
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
購
入
引
換
券
」を
郵
送
し
ま
す
。（
同
日
に
、

平
成
28
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
元
年
9
月
30
日

の
間
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
が
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
の
方
に
も
、
商
品
券
購
入
引
換
券
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。）

　
郵
送
さ
れ
た
商
品
券
購
入
引
換
券
と
身
分
証

明
書
な
ど
を
持
参
し
た
う
え
で
、
商
品
券
の
販

売
所
で
購
入
し
、
商
品
券
が
使
用
で
き
る
店
舗

で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
販
売
の
対
象
と
な
る
方
／

▼ 

市
民
税
が
非
課
税
の
方（
申
請
が
必
要
で
す
）…

平
成
31
年
1
月
1
日
に
お
い
て
仙
北
市
に
住

民
票
が
あ
る
方
で
、
令
和
元
年
度
の
市
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
制
度

の
被
保
護
者
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼ 

子
育
て
世
帯（
申
請
は
不
要
で
す
）…
平
成
28

年
4
月
2
日
か
ら
令
和
元
年
9
月
30
日
の
間

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
が
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主

●
商
品
券
の
販
売
場
所
／
仙
北
市
商
工
会
角
館
・

田
沢
湖
・
西
木
の
本
・
支
所（
３
か
所
）

●
商
品
券
の
販
売
期
間
／
９
月
25
日
㈬
か
ら
令
和

２
年
２
月
28
日
㈮
ま
で

※
販
売
日
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
商
品
券
購
入
引
換
券

送
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
商
品
券
の
使
用
期
間
／
10
月
１
日
㈫
か
ら
令
和

２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

●
商
品
券
が
使
用
で
き
る
店
舗
／
仙
北
市
内
で
営

業
し
て
い
る
店
舗
、
事
業
所
で
商
品
券
取
扱

店
の
登
録
申
し
込
み
を
行
っ
た
と
こ
ろ
。

※
商
品
券
取
扱
店
店
舗
の
一
覧
は
商
品
券
購
入
引
換
券

送
付
時
に
同
封
し
ま
す
。
現
在
の
商
品
券
取
扱
店
登

録
状
況
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
販
売
の
上
限
額
／

▼
１
人
に
つ
き
２
５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を

２
０
０
０
０
円
で
対
象
者
に
販
売
し
ま
す
。

（
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
５
０
０
０
円
で
す
）

▼
1
冊
の
販
売
金
額
４
０
０
０
円（
１
枚
５
０
０

円
の
商
品
券
が
10
枚
つ
づ
り
で
利
用
で
き
る

金
額
５
０
０
０
円
）で
、
１
人
に
つ
き
最
高
5

冊
ま
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
冊

ず
つ
5
回
に
分
け
て
購
入
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

▼
子
育
て
世
帯
の
場
合
は
、
対
象
と
な
る
お
子
さ

ん
の
人
数
分
の
購
入
が
で
き
ま
す
。

●
注
意
事
項
／

▼
申
請
し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
商
品
券

を
２
０
０
０
０
円
分
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
購
入
は
１
冊

４
０
０
０
円（
５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
）分

の
み
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
販
売
期
間
内

で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
残
り
の
分
を
購
入
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者
ご
本
人
で
な
く
て
も
、
ご
家
族
の
方
な

ど
代
理
で
の
申
請
・
購
入
も
可
能
で
す
。
商
品

券
購
入
時
に
商
品
券
購
入
引
換
券
と
一
緒
に
代

理
の
方
の
身
分
証
明
が
で
き
る
も
の（
免
許
証
・

健
康
保
険
証
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
仙
北
市
遺
族
連
合
会
で
は
、
会
員
の
平

均
年
齢
が
80
歳
を
超
え
、
世
代
交
代
や
後

継
者
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
没
者
の
遺
族
と
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
代
に
し
っ
か
り
と

語
り
継
い
で
い
く
た
め
、
ぜ
ひ
、
仙
北
市

遺
族
連
合
会
青
年
部
へ
の
加
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
登
録
で
き
る
方
／
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、

甥
、
姪
、
60
歳
以
下
の
家
族
、
そ
の
他

仙
北
市
遺
族
連
合
会
の
目
的
に
賛
同
で

き
る
方

●
主
な
活
動
／
仙
北
市
遺
族
連
合
会
各
種

事
業
な
ど
へ
の
参
加（
強
制
で
は
な
く

任
意
で
す
）

●
登
録
方
法
／
社
会
福
祉
課
福
祉
政
策
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
年
会
費
な
ど

の
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

●
登
録
申
し
込
み
後
／
仙
北
市
遺
族
連
合

会
が
行
う
各
種
事
業
な
ど
の
ご
案
内
を

随
時
配
布
し
ま
す
。

仙
北
市
遺
族
連
合
会
青
年
部
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課 （
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８
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～
世
の
中
は
、
夢
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
一

人
ひ
と
り
と
、
そ
れ
を
応
援
す
る
多
数
の
皆
さ

ん
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
夢
が

実
現
し
た
と
き
、
世
の
中
に
は
幸
せ
が
幾
つ
も

生
ま
れ
ま
す
。
だ
か
ら
皆
さ
ん
は
、
そ
の
夢
を

簡
単
に
諦
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
人

作
家
の
マ
イ
ク
・
ハ
ー
ナ
ッ
キ
ー
は
、著
書「
成

功
の
扉
」で
次
の
よ
う
に
記
し
ま
し
た
。
成
功

の
概
念
は
、
お
金
持
ち
に
な
っ
た
と
か
、
地

位
や
名
誉
を
手
に
し
た
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
望
む
、
あ

な
た
の
な
り
た
い
自
分
に
な
る
こ
と
が
で
き
た

か
ど
う
か
、
そ
う
い
っ
た
本
質
的
な
お
話
で

す
。
本
書
で
は
、「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
夢

を
実
現
す
る
た
め
に
、
何
で
も
必
要
な
こ
と
は

実
践
し
て
い
ま
す
か
？
」と
読
者
に
問
い
か
け

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
願
う
だ
け
で
は
な
く
、
現

実
に
夢
を
叶
え
る
努
力
や
行
動
を
し
て
い
ま
す

か
？
、
絶
対
に
で
き
る
っ
て
自
分
自
身
を
信
じ

て
あ
げ
て
い
ま
す
か
？
、
そ
ん
な
幾
つ
も
の
問

い
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
欲
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
求
め
な
け
れ
ば

何
も
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
そ
れ

が
あ
な
た
以
外
に
、
世
の
中
も
必
要
と
す
る
こ

と
だ
っ
た
ら
、
必
ず
理
解
者
が
現
れ
ま
す
。
そ

の
人
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
今
日
の
こ
の
会
場

の
ど
こ
か
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
、

ど
こ
で
大
切
な
人
と
巡
り
会
う
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
人
生
は
思
い
が
け
な
い
出
会
い
で
満
ち
て

い
ま
す
。
そ
し
て
未
来
は
皆
さ
ん
の
行
動
次
第

で
す
。
行
動
こ
そ
が
未
来
を
拓
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
仙
北
市
で
ま
ち
づ
く
り

の
作
業
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
将
来
は
、
き
っ
と
輝
か
し
い
も
の
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
規
模
で
、
高
齢
社
会
・
人
口

減
少
社
会
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
課
題
を
背
負
っ
て
の
成
人
の
船
出
で
す
。

覚
悟
し
て
く
だ
さ
い
。
間
違
い
な
く
皆
さ
ん
自

身
が
仙
北
市
の
未
来
で
す
。
ど
う
か
、
生
き
る

こ
と
に
丁
寧
に
、
家
族
や
友
だ
ち
、
同
僚
な
ど

な
ど
、
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
次
の
次
代
を
担
う
命
の
バ
ト
ン
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
～
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
仙
北
市
成
人
式（
８
月
15
日
）

で
、
お
話
し
ま
し
た
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
行
動
し
て
い
ま
す
か
？
』

まちづくり
市長の

日　記
No.156

田沢湖マラソン交通規制のお知らせ

　第 34 回田沢湖マラソンが、9 月 15 日に
開催されます。沿道の皆さん、当日はランナー
の皆さんへ熱い声援をお願いします。また、
当日は図のとおり交通規制が実施されます。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。

▼ 乳頭温泉発（7:10）、高原温泉発（7:30）

▼ 田沢湖駅発（6:40、7:00、7:25、7:45、8:05、
8:15、8:40）

▼ 黒沢臨時駐車場、田沢湖レイクリゾート駐車場発
（6:30 ～随時）

《お帰りは》田沢湖駅、黒沢臨時駐車場、田沢湖レ
イクリゾート駐車場行き無料バス

▼ 田沢湖畔公園入口バス停発（11:00 ～ 17:00随
時運行）

会場行き無料バス

【お知らせ】
大会当日は、会場とコース周辺が混雑します。駐
車場にも限りがありますので、自家用車をご利用の
方は、時間に余裕をもってご来場ください。混雑
を緩和するため、皆さまのご協力をお願いします。

9月15日 [日]
フルマラソンの制限時間が 6時間になります。（フルマラソンスタート 9 時 30 分～制限時刻 15 時 30 分）

田沢湖マラソン事務局（仙北市教育委員会スポーツ振興課内）  ☎43-1116

第34回

341

４６

交通規制案内

御座石神社

相内潟

ハートハーブ

たつこ像

クニマス未来館

県
民
の
森潟尻

至鹿角市

田沢湖レイクリゾート

田沢湖駅

至秋田市・大仙市

大沢
田子ノ木

春山
石神

田
沢
湖
キ
ャ
ン
プ
場

車両

車両

至高原

黒沢臨時駐車場

至
盛
岡
市

田沢湖
423.4m

湖畔周回道路は、車両通行止解
除～ 15:30 まで  方向の片
側一方通行となります。

フルマラソンコース

車両通行止 8:50 ～ 10:20
車両通行止 8:50 ～ 10:20
※10:20 から引き続き  方向の片側一方通行（15:30 まで）

車両一方通行 7:00 ～ 8:50 の間 
　フルマラソンコース

　車両一方通行　7:00～8:50の間　　　　方向の片側一方通行
　※8:50から引き続き車両通行止（9:50まで）

　車両通行止　8:50～9:50

　車両通行止　8:50～10:20
　※10:20から引き続き　　　　方向の片側一方通行（15:30まで）

第３４回田沢湖マラソンコース・交通規制案内
フルマラソン制限時間が６時間になります。
※フルマラソンスタート９時３０分 ～ 制限時刻１５時３０分

マラソン大会の安全な開催のため、皆さまのご協力をお願いします。

田沢湖

-423.4m-

至高原

大沢

潟尻

田子ノ木

相内潟

御座石神社

ハートハーブ

田
沢
湖
キ
ャ
ン
プ
場

県
民
の
森

たつこ像

クニマス未来館

341

４６

春山

至秋田市・大仙市

至
雫
石
・
盛
岡

至鹿角市

石神
田沢湖レイクリゾート

マラソン特設

会場（ゴール）

車両

車両

湖畔周回道路は、車両通行止

め解除～15:30まで、 方向

の片側一方通行となります。

湖畔以外は9:50～12:30の間、ラ

ンナー通過に合わせた片側通

行となります。

 方向の片側一方通行
※8:50 から引き続き車両通行止（10:20 まで）

マラソン特設

会場（ゴール）

湖畔以外は、9:30 ～ 12:30 の
間、ランナー通過にあわせた片
側通行となります。

問合せ

　
現
在
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
10
月
１
日
か
ら
使
用

す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
９
月
中
に
特
殊
郵
便（
簡
易
書
留
）

で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
受
領
印
を
押
印
の
う
え
、
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
証
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る

と
き
に
国
保
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
証
明

書
で
す
。

　
そ
こ
で
、受
診
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出
な
ど
、
国
保
の
資
格
異
動
の

手
続
き
の
際
は
、
速
や
か
に
異
動
す
る
方
の
被
保
険
者
証
を

市
役
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
世
帯
主
の
変
更
や

住
所
変
更
な
ど
の
際
は
、
国
保
に
加
入
す
る
世
帯
全
員
の
被

保
険
者
証
を
市
役
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見･

早
期
治
療
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
を
活
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、
健

康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

対
象
者

【
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

▼
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
年
齢

が
当
該
年
度
で
35
歳
以
上
75
歳
未
満（
後
期
高

齢
者
医
療
の
対
象
者
を
除
く
）の
方

▼
前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

▼
保
健
課
実
施
の
特
定
健
診
と
重
複
し
て
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

▼
仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
で
、
当
該
年
度
に
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

▼
前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完

納
さ
れ
て
い
る
方

▼
保
健
課
実
施
の
健
診
と
重
複
し
て
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

■ 
助
成
金
額

　

ど
ち
ら
も
１
人
２
１
０
０
０
円
を
限
度
と
し
、

年
度
内
で
１
回
の
み
で
す
。

■ 

受
診
医
療
機
関

　
市
立
角
館
総
合
病
院
、
市
立
田
沢
湖
病
院
、
大

曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

※
受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て

か
ら
助
成
金
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で

受
診
日
の
確
認
を
し
ま
す
。

■ 

実
施
期
間

　
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

■ 

持
参
す
る
も
の

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
、
印
鑑

■ 

受
付
場
所

　
仙
北
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所
の
国
保
担
当

窓
口

※
申
請
を
し
な
い
で
受
診
し
、
費
用
を
全
額
支
払
っ
た

場
合
で
も
、
年
度
内
に
申
請
す
れ
ば
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
印
鑑
・
領
収
書
・
金
融
機
関
の

通
帳
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を
５
０
０
円
以
上

削
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
方
に「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」を
お

送
り
し
ま
す
。（
８
月
・
２
月
送
付
予
定
）

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と

は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
新
薬
：
先
発
医

薬
品
）の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
同
等
の
有
効

成
分
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
安
価
な
薬
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に

あ
た
っ
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師
に
十
分
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
に
関
す
る

差
額
通
知
に
つ
い
て

４ 

長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
し
て
い
る
方
は
、
月
の
初
め
に
必
ず

被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

３ 

10
月
１
日
以
降
新
し
く
国
保
に
加
入
し
た
と
き
も
、
入
院
・

通
院
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

１ 

現
在
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
方
は
、
10
月
１
日
か
ら
新

し
い
被
保
険
者
証
を
必
ず
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

２ 

70
歳
以
上
の
方
は
、
別
途
負
担
割
合
を
表
す
証
と
し
て「
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

国保 の窓口から

資
格
異
動
の
手
続
き
の
と
き
は

問合せ／仙北市市民生活課 国保年金係　☎43-3316　　　　

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を

お
送
り
し
ま
す
　

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診

助
成
制
度
に
つ
い
て
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

　
仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講

座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
込
期
間
の
平
日
９
時
か
ら
17

時
ま
で
各
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

農
業
の
歴
史
と
未
来

　

豊 

齢
学
園

　
西
木
公
民
館
で
は
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
、
様
々
な
体
験
や
研
修
を
通

じ
て
、
よ
り
豊
か
に
年
齢
を
重
ね
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に「
豊
齢
学

園
」の
講
座
を
年
4
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
７
月
26
日
、
１
回
目
の
講
座
と
し

て
、
大
仙
市
に
あ
る
秋
田
県
立
農
業

科
学
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で
の
農
業
の

進
化
や
県
内
農

業
の
新
し
い
情

報
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、

昔
の
農
村
風
景

の
写
真
を
見
な

が
ら
、
思
い
出

を
語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
最
適
な
、

今
大
注
目
の
新
感
覚
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
日
時
／
10
月
２
日
㈬
、
11
月
６
日
㈬　
　

10
時
～
12
時

※
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

●
場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
㈱
ア
ロ
マ
田
沢
湖 

ス
タ
ッ
フ

●
受
講
料
／
８
０
０
円（
材
料
代
な
ど
）

●
定
員
／
各
日
先
着
10
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

●
申
込
期
間
／
９
月
２
日
㈪
～
17
日
㈫

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

ハ 

ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
教
室

華
や
か
な
イ
ン
テ
リ
ア
に

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

夏
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た

親 

子
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ

体
験
教
室

　
７
月
21
日
、
親
子
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ

ン
グ
体
験
教
室
を
角
館
公
民
館（
小

野
崎
家
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
６
組
13
人
の
親
子
が
参

加
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ

ン
グ
用
の
石
け
ん
を
カ
ッ
タ
ー
や
彫

刻
刀
で
上
手
に
削
り
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
施
し
な
が
ら
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
思
っ

て
い
た
よ
り
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
て
、
子
ど
も
よ
り
も
楽
し
ん
で

し
ま
っ
た
」な

ど
と
好
評
で

し
た
。

　

12
月
21
日

㈯
に
も
開
催

す
る
予
定
で

す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

農
業
の
歴
史
を
感
じ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
演
技・成
長
に
感
動

　

子 

ど
も
演
劇
体
験
講
座

　
８
月
５
日
か
ら
８
日
、
演
劇
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
子
ど
も
演
劇
体
験
講

座
」が
、
わ
ら
び
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
座
に
は
、

市
内
３
小
学
校
の
５・６
年
生
５
人
と
２
中
学
校
の
１・

３
年
生
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
わ
ら
び
座
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
三
重
野
葵
さ
ん
、
白
井
晴
菜
さ
ん
、

佐
々
木
亜
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
演
技
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
座
は
、
上
映
中
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
い
つ
だ
っ
て

青
空
～
ブ
ル
マ
ー
先
生
の
夢
～
」の
一
場
面
に
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
夢
を
叫
ぶ
シ
ー
ン
を
取

り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
始
め
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、シ
ア
タ
ー

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
声
の
出
し
方
や
表
現
の
仕
方
な
ど

を
学
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
成

長
し
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
学
校
も
違
う
し
、
学
年
も
幅

広
い
の
に
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
思
わ
な
か
っ
た
」「
来

年
も
ま
た
参
加
し
た
い
」と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

大きな声で夢を叫ぶシーン。

み
ん
な
上
手
に
で
き
ま
し

た
。

大成功に終わりました。

透明感が素敵です。

◆「巡回展 矢来町のたからもの～佐藤俊夫新潮社元会長旧蔵資料の輝き～」が始まります◆

 新着図書を紹介します   

▼純潔《嶽本野ばら》　 ▼ナボコフ・コレクション 賜物 父の蝶《ウラジーミル・ナ
ボコフ / 著、沼野充義 / 訳、小西昌隆 / 訳》　 ▼やがて満ちてくる光の《梨木香歩》

▼格闘《高樹のぶ子》　 ▼マンガで読む 子育てのお金まるっと BOOK《フクチマ
ミ / 著、大竹のり子 / 監修》　 ▼新装版 斎王夢語《萩尾望都》　 ▼大家さんと僕 こ
れから《矢部太郎》　 ▼グスコーブドリの太陽系－宮沢賢治リサイタル＆リミッ
クス－《古川日出男》　 ▼発酵野郎！－世界一のビールを野生酵母でつくる－《鈴
木成宗》　 ▼貧困専業主婦《周燕飛》　 ▼手のひらの楽園《宮木あや子》　 ▼てんげん
つう《畠中恵》　 ▼八本目の槍《今村翔吾》　 ▼猫をおくる《野中柊》　 ▼もうすぐ
いなくなります－絶滅の生物学－《池田清彦》　 ▼1988年のパ・リーグ《山室寛之》     ●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

田沢湖図書館 ☎43-1307
2日 月   9日 月   16日 月・祝   17日 火（振替）  
20日 金 ～ 22日 日（臨時休館）  23日 月・祝   
24日 火（振替）  30日 月   10月１日 火（9月月末休館）

9月の
休館日

 新着図書を紹介します   

▼烈風ただなか《あさのあつこ》　 ▼金庫番の娘《伊兼源太郎》

▼氷獄《海堂尊》　 ▼決断の刻《堂場瞬一》　 ▼やがて満ちてくる光の《梨
木香歩》　 ▼８０歳現役医師が教える！つまずかないカラダの動かし方

《林泰史》　 ▼地元を再発見する！手書き地図のつくり方《手書き地図
推進委員会、川村行治ほか》

●このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

とことこ

タイム 9月

　まわりの来館者の皆さんを気にせ
ず図書館を利用してみませんか？
　0歳から貸し出しできます。
　ぜひ、おいでください！

9:00 ～ 12:00 28日 ㈯▼１４日 ㈯▼

学習資料館 ☎43-3333
２日 月   ９日 月   16日 月・祝   23日 月・祝   
24日 火 ～ 29日 日（蔵書点検作業）  30日 月（月末）
※ 7 日土と８日日 は、角館のお祭りのため 17時で閉館。

9月の
休館日

おはなしかいうさぎのみみ

★パネルシアター「まんまるさん」
★エプロンシアター「ブレーメンのおんがくたい」
★楽器を使って遊びましょう。
★さいごはみんなで折り紙をしましょう。

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　「おおきなぼうし」☆「どうぶつ」のおはなしを
　じゅんびしてまってます♪
☆さいごにみんなで「おりがみ」であそびましょう。

　ともだちさそってみんなできてね♪

５月１２日（第２土）ＡＭ10:00～
☆エプロンシアター　「ジャックと豆の木」☆おおがたかみしばい

おはなしかいうさぎのみみ

10:00～９月14日 ㈯

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333 2日 月   9日 月   30日 月

※16 日 月・祝 と 23 日 月・祝 は開館しています。
9月の
休館日

玉手おはなし 箱
9月１４日 ㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～ 入場無料

いろんなおはなし
いっぱい !

　昨年、日本近代文学館（東京都目黒区駒場）で開催された受贈記念展の巡回展です。
　今回、新潮社を支える佐藤家に伝わる資料の数々を義亮の故郷角館でご覧いただけます。文豪、夏目漱石や太宰治、島崎藤村などの
直筆原稿や書簡などとても貴重な資料を展示してお待ちしています。※展覧会を記念して、現在「新潮社文豪グッズ」を好評販売中です。

７日 ㈯▼

　新潮社記念文学館「巡回展 矢来町のたからもの」の関連展

示です。世に名を知られる「文豪」と呼ばれる作家たち、夏

目漱石・太宰治・島崎藤村など、たくさんの名作を読みや

すい新装版や大活字本でお楽しみください。

文豪！！9月のテーマ展示

　　会期：9 月 3 日㈫～ 10 月 20 日㈰　　

夏
の
騎
士　
《
百
田
尚
樹
》

も
う
少
し
浄
瑠
璃
を
読
も
う

《
橋
本
治
》

う
み
へ
い
っ
た

ち
い
さ
な
カ
ニ
カ
ニ

《
ク
リ
ス
・
ホ
ー
ト
ン
》

お
ば
け
と
し
ょ
か
ん

《
斉
藤
洋
、森
田
み
ち
よ
》

映画・ドラマの
原作特集

テーマ
展示

　秋の夜長に、話題の映画や
ドラマの原作はいかが？毎年
大人気のコーナーです！

小
説 

天
気
の
子（
角
川
文
庫
）《
新
海
誠
》
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９
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子
育 て

イ
ン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ

ヨ ン

日にち 受付時間 内容
2日 ㈪・17日㈫ 13:15 ～ 13:30・母子手帳交付

・妊婦健診受診票発行
・保健師と栄養士の話
・支援プラン作成11日 ㈬・24日 ㈫ 9:45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード（届出住
所とカード住所が一致していない場合は、市民課での手続きが必要で
す）③本人確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付
日にち 健診名 対象者 受付時間

19日㈭
3・4 か月児 R1 年 5月生

13:00～13:15
9・10 か月児 H30 年 10月生

26日㈭ 3 歳 6 か月児 H28年2月生 12:45～13:00

乳幼児健診 こどもカレンダー
月9

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》55-1112　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・栄養士が対応します。

日にち 内容 対象者 時間

3日㈫ ベビーマッサージ 2か月後半～
1歳未満

受付9:20～  9:30
講座9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】

 ★子育てサークルなどへの支援 
　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、
お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで
も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜
日の 9:00 ～17:00）。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。　※持ち物などは各園にご確認ください。

1 歳 3 か月児健康相談
日にち 相談名 対象者 受付時間
4日㈬ 1 歳 3 か月児 H30年5月～6月生 9:45 ～ 10:00 日にち 相談名 対象者 受付時間

25日㈬ 7 か月児 H31年 2月生 9:30 ～ 9:45

乳児食育教室『もぐもぐランド』

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

だしっこルームとわいわい広場の情
報は、仙北市ホームページのほか、
はなさき仙北のホームページからも
ご確認いただけます。

3 日火／砂・水遊びをしよう
10 日火／園庭で遊ぼう
17 日火／運動会の旗を作ろう
24 日火／体を動かして遊ぼう・身体測定
※子どもと保護者の飲み物コップを持ってきてください。
※天気のよい日は、帽子や着替えの準備をお願いします。

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

すくすく成長記録Day

26 日 木  10：00 ～11：00

　月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお
子さんの身長体重を測って記録してみましょう。
　子育てのお悩みも相談できます。

予約
不要

◆場所  健康管理センター（角館）
◆問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

子育てサポート　「はっぴい・マム」
Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申し込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山
側）、または、仙北市総合情報センターをご利用
ください。

問
合
せ

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）
☎080-1663-4494

4 日水／砂・水遊びをしましょう
18 日水／誕生会・身体測定
28 日土／だしのこ園の運動会に参加しましょう！
※ 11 日・25 日は、だしっこルームはありませんが、支援室を開

放しますのでご利用ください。
※ 28 日の運動会については、詳細が決まりましたら、はなさき仙

北のホームページに掲載しますので、ご覧ください。
※天気のよい日は園庭にでますので、帽子・外靴・動きやすい服装・

着替えを持ってきてください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしルーム（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

12 日木／身体測定・こども園で遊ぼう
19 日木／天気がよければ園庭で遊ぼう
26 日木／体を動かして遊ぼう
※水分補給できるものを持ってきてください。
※天気のよい日は園庭で遊びます。帽子・外靴・着替え・汗拭き

タオルなどを持ってきてください。

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX 48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

14 日土／こども園の運動会に参加しよう（9:00 ～）
17 日火／体を動かして遊ぼう
※ 14 日の運動会は、未就園児の参加できる競技もありますので、

ぜひ遊びにきてください。

はっぴいルーム

（お友だちづくりや情報交換の場として開放）
9月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日 　4日・11 日・18 日・25 日
　木曜日 　5日・12 日・19 日・26 日
　金曜日 　6 日・13 日・20 日・27 日

※お子さんのお誕生
日月に遊びに来て
くれた方には、お
誕生日カードをプ
レゼントします !

さくラッコのイベントは無料です！

ママ広場

20 日 金  10：30～11：30
　yoga ～親子でヨガを楽しもう～　
　角館在住、子育て中のママが教える親子ヨガ！前半は親子
ヨガ。後半はママだけの特別ヨガです。暑い夏を乗り切った
体をほぐしながら、親子でスキンシップを楽しみましょう。

事前予約制
定員5組

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

2日㈪・9日㈪・17日㈫
24日㈫・30日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※ 17 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。
※ 24 日は赤ちゃん沐浴相談 day です。予約制ですので事前にご連絡ください。

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

4 日水／園庭で遊びましょう
11 日水／ホールで遊びましょう・身体測定
18 日水／お誕生日会！（9 月生まれ）
24 日火／園庭で遊びましょう
※ 4 日、11 日、18 日の水曜日に「おひさまルーム」を行います。

24 日は通常通り火曜日です。日にちを確認して遊びにきてくだ
さい。

わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

27 日 金  10：30 ～11：30

　さくラッコ縁日　

　毎年、大賑わいの縁日を今年も開催します！
さくラッコ版縁日メニューを楽しみましょう！
※メニューによっては数量に限りがあり、先着順となりま
　すのでご了承ください。

予約
不要

仙北市 はなさき仙北

仙北市子育てサポート事業
親子わくわくスイミング体験＆ランチ

13 日 金  10：00 ～14：00
場所 　西木温泉ふれあいプラザ クリオン
対象 　未就園児（6 か月～３歳）の親子 6 組

持ち物 　親子の水着・水泳キャップ・バスタオル
                ※水遊び用オムツは、こちらで用意します。
参加料 　2,000 円（体験料・プール利用料・昼食・
                保険料含む）
申込締切 　9 月 6 日㈮
申込・問合せ 　子育てサポート「はっぴい・マム」

　　　　　　　　☎ 080-1663-4494

在宅子育てサポート券利用できます！
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大曲仙北歯科医師会 

9月の
休日歯科診療当番医

 1日　ホワイト歯科医院（大仙市大曲日の出町）          ☎0187-86-3180

 8日　まつだ歯科医院（仙北市田沢湖）                       ☎0187-43-3600

 15日　高橋歯科医院（大仙市角間川町）                         ☎0187-65-2238

 22日　仙北歯科医院（大仙市福田）                              ☎0187-69-2828

 29日　岩田歯科医院（大仙市四ツ屋）                           ☎0187-62-8264

　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の一つで、認知症の方も家族も
地域の方も誰でも気軽に交流することのできる集いの場です。
　また、認知症に関する相談にも応じることができますので、気軽に参加してスタッフに声をかけてください。
　多くの方々のご参加をお待ちしています。開催内容の詳細は、直接カフェにお問い合わせください。

オレンジカフェに行ってみませんか !

9月の開催予定

カフェの名称 主催者 場所 開催日・時間 個人負担 連絡先

陽だまりカフェ 陽だまりカフェ
（自主グループ）

紙風船館交流室
（西木町上桧木内字大池田3-1）

9月12日㈭
9:30 ～ 11:30 100円 49-2159

（代表：若松田鶴子）

ふくふくカフェ
サポートハウス仙
北、ケアライフ心都、
グループホーム角館

ケアライフ心都
（角館町勝楽123-1）

9月13日㈮
14:00 ～ 16:00 100円 49-6177

（担当：嶋村雄太）

ささえ愛カフェ ささえ愛カフェ デイサービスセンターささえ愛
（田沢湖卒田字北竹原39-3）

9月15日㈰
9:30 ～ 11:30 100円 42-8666

（担当：清水佳奈子）

たんぽぽカフェ グループホーム
たんぽぽ

外町交流広場
（角館町岩瀬町10）

9月17日㈫
13:00 ～ 15:00 なし 52-2540

（担当：佐々木恵）

下延地域
交流つどいの会

下延
オレンジカフェの会

（自主グループ）

下延コミュニティーセンター
（角館町下延竹市野141-1）

9月17日㈫
14:00 ～ 16:00 なし 55-5449

（代表：藤原律子）

ひまわりカフェ グループホーム
花みづき

グループホームひまわり
地域交流室

（角館町白岩新西野202-1）

9月21日㈯
14:00 ～ 16:00 100円 55-5272

（担当：長澤早恵）

こみっとカフェ こみっとカフェ
（自主グループ）

NPO 法人かじか瀬スペース
（西木町桧木内字相内4）

9月25日㈬
10:00 ～ 14:00 300円 080-3198-4136

（代表：松舘文子）

共生 ( ともいき )
オレンジカフェ

友の会
（自主グループ）

往生院
（角館町西勝楽町86）

9月28日㈯
13:30 ～ 16:00 100円 53-2842

（代表：高根美穂子）

ローズカフェ ローズカフェ
（自主グループ）

八割コミュニティーセンター
（角館町八割塩手沢12）

9月29日㈰
13:30 ～ 15:30 なし 080-6058-0358

（代表：安杖良子）

その他の問合せ／仙北市包括支援センター  ☎43-2283

　秋田県では健康寿命日本一を目指して様々な健康づくりに取り組んでいます。その事業の一環として、仙北市
では健康づくりに取り組む方々を増やすために「せんぼく元気はつらつ隊」を結成しています。
　今年度は 7 月から 8 月までに研修会を５回行い、３回以上参加した方を「せんぼく元気はつらつ隊」として
認定しました。今回は新たに８人の方が認定され、総勢 89 人のせんぼく元気はつらつ隊が誕生しています！
　研修会は冬にも開催予定です。広報などでもお知らせしますので、家族やお友だちお誘いあわせのうえぜひご
参加ください。

　仙北市民であれば誰でも参加ＯＫ！
　お約束を果たせばあなたも「せんぼく元
気はつらつ隊」の仲間入り！
　仲間入りしたら、家族や近所、お友だち
に元気はつらつになる方法をいっぱい話し
てください。みんなで楽しく元気はつらつ
になろう！

1  1 年間に３回以上研修に参加して「せ
     んぼく元気はつらつ隊」の認定証をゲッ
     ト！
2  自分ができることをやる…「家でちょこっ
     と動こう」「しょっぱい物少し減らそう！」
3  自分が元気になる…「元気はつらつ！」
4  元気をみんなにあげる（元気のおすそわけ）…「こんたい
     い話聞いだよ！おめさおへるね！（こんなにいい話を聞いたよ！
     あなたに教えるね！）」

出張健康づくり せんぼく元気はつらつ隊の特典！ 
　せんぼく元気はつらつ隊に認定された方は、地元の方々を
集めて会館などで研修会で習ったことを行うことができま
す。そのときは、保健課で講師を派遣します。

せんぼく元気はつらつ隊とは？

毎年 9 月 21 日は

世界アルツハイマーデー

　世界アルツハイマーデーは、国際アルツハイマー
病協会が認知症への理解をすすめ、本人や家族への
施策の充実を目的に 1994 年に制定されました。ま
た、9 月を世界アルツハイマー月間として世界各国
で啓発活動が行われています。
　仙北市でも、認知症になってもできる限り住み慣
れた地域で暮らしていけるような支援体制強化に取
り組んでいるところです。今月は、２回シリーズで
認知症についてのお知らせをしていきたいと思います。

認知症とは？
　認知症とは、様々な原因で脳の細胞が変化してしまっ
たり働きが悪くなったために、日常生活や社会生活に支
障をきたすようになった状態で、それがおよそ６か月以
上継続している状態を言います。認知症は、本人や家族
のせいでおこるものではなく、脳の病気なのです。

「ほっと安心♥わたしの手帳」を
               ご活用ください

　この手帳は、認知症を含むすべての高齢者の方々が、
自分自身のことについて、家族、医師や薬剤師、歯科
医師、介護関係事業者など必要な方々と連携し、自分
が自分らしく暮らし続けるための情報共有型の手帳で
す。ご希望の方は包括支援センターにご連絡ください。
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せんぼく元気はつらつ隊になるためのお約束
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問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

問
合
せ
／
仙
北
市
保
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課  

☎
55-

１
１
１
２

問合せ／仙北市包括支援センター  ☎43-2283

せんぼく元気はつらつ隊研修会 を開催しました！
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ツ
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ト
！
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時間　10:00 ～ 10:50・11:00 ～ 11:50
相談方法　電話相談（要予約）
　※予約締切：当日の9:30まで
　予約された方へは日時にスタッフより電話します。
スタッフ　臨床心理士

9／5木・10／10木

こころの電話相談

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」などやひきこもりのこと、
家族のこと、あなたのこと、ひとりで悩まないで話をして
みましょう。

時間　13:00 ～ 14:30 ・ 15:00 ～ 16:00
場所　角館交流センター 相談室
相談方法　面談（要予約）
　※予約締切：相談日当日の10:00まで
　予約された方は、直接会場へお越しください。
　※再相談の方は月1回までとさせていただきます。
スタッフ　臨床心理士

9／24火・10／11金・10／28月

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談

　心に溜まったことや、気になること、心配なこと、
話してみませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお茶
を飲みながら一緒に考えていきます。時間内の都合の
よいときに気軽に訪れてください。

場所　角館交流センター 相談室

9／11水　 時間  10:00～14:00

だれかに話をすると安心する
傾聴ボランティア えくぼの会

　“ 若者の居場所 ” とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、
苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の中
で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。一緒にお
茶を飲んだり、おやつを食べたり、ちょっとしたゲームをしな
がら若者同士で交流しましょう。ぜひ 1人で抱え込まずに、ま
ずは足を運んでください。お待ちしています。

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる  ☎018-853-4367

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

　「えくぼの会」では、毎月サロンを開き、
個人の悩みや相談に応じています。お茶
やコーヒーを飲んで語ってホッとするス
ペースです。どなたでも参加できますの
でぜひお立ち寄りください。
傾聴ボランティア「えくぼの会」

場所　田沢湖健康増進センター
参加料　100円

9／4水・10／2水　13:00 ～ 16:00
　血圧測定と健康講話
　脳トレ・手工芸など 相談は

秘密厳守
です

9／17火　（毎月第3火曜日）

“若者の居場所”
若者同士で交流しましょう !

時間　14:00 ～ 16:00　　場所　角館交流センター
主催　NPO 法人 KOU（あきた若者サポートステーショ

　　ン運営団体）

参加無料 !

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かして酸素を体内に取り
込むことで、血行促進や免疫効果があるといわれています。
仲間と一緒に笑いの効果を実感しましょう。申し込みはい
りません。

受付　9:40～10:00  終了11:30頃
場所　健康管理センター（角館）
内容　笑いヨガ・ゲーム・軽体操など
講師　保健師

笑いヨガで仲間との交流プラス健康度アップ！

9／20金

笑いの会

9／10火　10:00～12:00・12:00～15:00
内容　 ▼ AM 保健師による血圧測定、健康相談など
　　　 ▼ PM 認知症予防軽体操、ゲームなど

9／24火　10:00～15:00
内容　楽しくおしゃべりタイム・ゲームなど

毎月第2、第4火曜日開催
傾聴ボランティア かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなどやり
たいことをやりましょう ! 集いの場「かだれ」が開
催されている時間内に心理カウンセラーが個室で傾
聴も行います（予約先 小松 ☎090-2975-3450）。
相談は無料ですので、相談されたい方は遠慮なくお
越しください。

場所　田沢湖健康増進センター　調理室
参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

相
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「あきた国際フェスティ
バル2019」で
世界につながろう！
　秋田に住む外国人の母国紹介や国際交
流団体の活動紹介ブース、様々な国の踊
りなどが見られるステージパフォーマン
ス、世界のお菓子がもらえるクイズラリー
などが楽しめます。入場無料ですので、
ぜひご来場ください。

【日時】9月16日 月・祝 10:00 ～ 16:00
【場所】秋田市にぎわい交流館 AU・2階

展示ホール（秋田市中通一丁目4-1）
【問合せ】公益財団法人秋田県国際交流協

会（AIA）  ☎018-893-5499
　HP：http://www.aiahome.or.jp

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

Ａターン就職フェア
開催のお知らせ
　県外に在住し秋田県内での就職を希望
する方を対象とした「A ターン就職フェ
ア in 仙台」を開催します。当日は、県
内企業ブースによる企業説明会や個別面
談、Ａターン希望者を対象としたミニセ
ミナー、各相談ブースによる就職相談や
移住相談などを行います。
　ご家族、お知り合いの方で県内就職を
希望されている方がいらっしゃいました
ら、ぜひ、お知らせください。
A ターン就職フェア in 仙台

【日時】9月23日 月・祝 11:30 ～ 16:10
　（受付11:00 ～）

【場所】イベントホール松栄（宮城県仙台
市宮城野区榴岡1-2-8 松栄不動産本社
ビル6階）

【対象】秋田県内への就職を希望するすべ
ての方（学生も参加可）。

※予約不要、服装・入退場自由、ご家族
での来場歓迎。

【問合せ】A ターンプラザ秋田（秋田県東
京事務所）　☎0120-122-255

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

生保内中学校
吹奏楽部・美術部合同発表会

【期日】9月14日土 
【時間】15:30開場、16:00開演（美術部展は

15:00より閉演までご覧いただけます）
【場所】仙北市民会館
【問合せ】生保内中学校 吹奏楽部顧問 広瀬・

　美術部顧問 鈴木  ☎43-1181

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

運動不足からの
最大課題は認知症
　生涯元気でいたい、認知症になりたく
ない方などへ予防などのお話をします。

【日時】9月12日木 13:00 ～ 15:00
【場所】角館交流センター
【講師】成人病予防協会 健康管理士
【定員】先着20人
【参加料】300円
【申込・問合せ】鈴木 ☎090-3360-2917

秋田県よろず支援拠点
サテライト相談会

【日時】9月24日火 10:00 ～ 15:30
【場所】サテライト仙北（市役所中町庁舎

2階）
【問合せ】仙北市商工課  ☎43-3351

▼ ▼ ▼Consultation相　談

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

10月開催予定の 在職者訓練
【期日】①初めての簿記講習Ⅰ《10月

7日 月 ・8日 火 》 ②パワーポイント
講 習《10月23日 水 ・24日 木 》 ③
AUTOCAD 操作術（基本編）《10月
30日水 ・31日木 》

【時間】9:00 ～ 16:00
【場所】大曲技術専門校
【受講資格】現在お勤めしている方
【受講料】無料（テキスト代は別途）
【定員】各10人
【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓練

支援室  ☎0187-62-6321

秋田県果樹試験場
参観デー
　今年も参観デーを開催します。多数の
ご来場をお待ちしています。

【日時】9月14日土 9:00 ～ 15:00
【場所】秋田県果樹試験場（横手市平鹿町

醍醐字街道下65）
【参加料】無料
【内容】 ▼研究成果発表会 ▼試験ほ場の公

開 ▼くだもの試食 ▼ブルーベリー苗木
プレゼント（先着500人・お１人1本） 

▼リンゴもぎ取り体験 ▼クイズラリーほか
【問合せ】秋田県果樹試験場 総務企画室
　☎0182-25-4224

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

映画「ふるさとがえり」
上映会と林監督との
トークセッション
　黒沢清、北野武監督の元で助監督をつ
とめた後に監督となり、国際映画祭でグ
ランプリを獲得されるなどの一方、「市民
参加型映画」づくりを掲げ日本各地で「映
画による地域づくり」を推し進めている
林弘樹監督作品を上映します。上映後は
林監督とのトークセッションがあります。

【日時】9月６日金 ▼ 13:30 開場・受付 ▼

14:10 上映開始 ▼ 18:00 終了予定
【場所】湖畔の杜レストラン ORAE
【入場料】無料
【その他】予約制になりますので、鑑賞希

望の方は下記までご連絡ください。
【問合せ】「映画で人、こと繋がる」実行

委員会事務局（株式会社トースト内）
　☎58-0608

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

9月9日は救急の日
　救急業務および救急医療に対する正し
い理解と認識を深めることを目的として、
9 月 9 日を「救急の日」と位置づけてい
ます。
　角館消防署では、9 月 8 日、15 時から
17 時まで立町ポケットパークで救急講習
会を開催します。ぜひこの機会に、心肺
蘇生法や AED の使い方など、応急手当
を身につけてみませんか。参加された方
には粗品をプレゼント ! 老若男女問わず
皆さまのお越しをお待ちしています。
　消防署では企業、個人での救急講習会
の受講申し込みを随時受け付けています。
いざというときに対応できる
よう、講習会を受けてみませ
んか？

【問合せ】角館消防署救急班
　☎54-2302

▼ ▼ ▼ Eventsイベント
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おしらせ
ナビ

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

仙北市ふるさとガイド養成講座
　仙北市が誇る観光地、乳頭温泉郷と抱返り渓谷をご案内できるガイドを養成します。
地元の歴史や自然をめぐりながら、仙北市の観光の担い手としてこの機会に楽しくガイ
ドの勉強をしてみませんか？

【期日】《乳頭温泉郷とブナの森》9月13日金 ・14日土 ・15日日 のいずれか1日
　《抱返り渓谷》9月27日金 ・28日土 のいずれか1日

【時間】10:00 ～ 15:00　　　　　【定員】各日 5 人（高校生から参加可）
【参加料】500円（保険代として）
【その他】昼食代（弁当持参可）と現地までの交通費は自己負担になります。
【申込・問合せ】Happiness&Emotion 
　草彅幸子  ☎090-7324-2944
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楽しみながら身につき考える防災
防災カフェ
　仙北地域振興局では、防災意識の醸成
などを目的に「防災カフェ」を開催しま
す。防災の備えや豆知識について、子育
て中でありながら防災士や、消防団員と
しても活躍している女性のお話を伺いま
す。防災グッズや備蓄品のお試しコーナー
もあります。

【日時】9月29日日 10:00 ～ 12:00
【場所】花火伝統文化継承資料館 はなび・

アム（大仙市大曲大町7-19）
【講師】柳瀬わかな氏（放送局アナウン

サー出身タレント、防災士）
【参加料】無料
【その他】託児が必要な方は申し出ください。
【申込期限】9月25日水

【申込・問合せ】仙北地域振興局総務企画
部地域企画課  ☎0187-63-5114

　FAX：0187-63-6369

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

公共職業訓練 11月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を
対象にものづくり分野に関する専門的技
能・知識を習得するための職業訓練を行っ
ています。

【訓練期間】11月1日 金 ～令和2年4月
28日火 （6か月）

【時間】9:20 ～ 15:40
【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）
【訓練科（定員）】 ▼金属加工技術科（10人） 

▼住宅リフォームデザイン科（15人）
【受講料】無料（テキスト代などは自己負担）
【募集期間】9月2日月 ～ 27日金

【応募資格】ハローワークに求職申込をさ
れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ
けて再就職を希望される方

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講
者第一係  ☎018-873-3178

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

仙北市社会福祉協議会
9月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と
して心配ごと相談を行っています。お気
軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 11日 水 13:00 ～ 16:00・
市役所神代出張所 ▼ 12日 木 13:00 ～
16:00・社会福祉協議会角館支所  

▼ 17日火 10:00 ～ 12:00・紙風船館

▼ 18日 水 13:00 ～ 16:00・田沢湖総合
開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼Consultation相　談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受
け、国の仕事などについての苦情や意見・
要望を受け付け、皆さんと関係行政機関と
の間に立って、その解決を図る「行政と住
民のパイプ役」です。仙北市の行政相談委
員は次の 3 人の方で、自宅で相談を受け付
けているほか、定例相談所を開設しています。

【行政相談委員】 ▼難波輝子 ☎43-0782  
田沢湖生保内字水尻7  ▼大楽進 ☎53-
2690  角館町七日町34  ▼新山敦晃 ☎
47-2746  西木町西明寺字宮田18

【9月相談所開設日・場所】 ▼ 11日 水・市役
所神代出張所 ▼ 18日水・田沢湖総合開
発センター ▼ 19日 木・角館交流セン
ター ▼ 27日金・市役所桧木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

ひきこもり巡回相談
　下記の日程で、ひきこもりに関する巡
回相談を行います。

【日時】10月16日水 10:30 ～ 14:30
【場所】大仙保健所
【対象】18歳以上のひきこもり状態にあ

るご本人やそのご家族など
【定員】先着4人
【その他】要予約（平日10:00 ～ 16:00ま

で受付）。匿名可。
【申込・問合せ】秋田県ひきこもり相談支

援センター  ☎018-831-2525

▼ ▼ ▼Consultation相　談
あきた結婚支援センター
仙北市出張センター開設
　ステキな出会いを応援する「あきた結婚
支援センター」の出張センターを次の日程
で開催します。利用希望の方は、開設日の
2日前16時までに電話予約してください。

【日時】9月23日 月・祝 11:00 ～ 16:00
【場所】角館交流センター
【内容】 ▼会員登録（新規入会・更新手続

き） ▼お相手検索（入会の翌日から利用
できます） ▼結婚に関する相談

【申込・問合せ】あきた結婚支援センター 
中央センター  ☎0800-800-0413（平
日9:00 ～ 21:00、土日祝9:00 ～ 18:00）

▼ ▼ ▼Consultation相　談

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

健康サークル「はなまめ」
運動教室
　健康サークル「はなまめ」では、スポー
ツ推進委員による運動教室を次のとおり
開催します。興味のある方は、ぜひご参
加ください。

【日時】9月18日水 13:00 ～ 15:00頃
【場所】健康管理センター
【内容】音楽に合わせた体操、ミニゲーム

などの軽い体操
【持ち物】内ズック、水分、汗拭き用タオル
【服装】動きやすい格好
※はじめに血圧測定、体重・体脂肪測定

します。体重測定は裸足で行います。
【申込・問合せ】健康サークルはなまめ代

表　羽ケ崎  ☎080-1827-6481
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第14回仙北市
小学生陸上競技大会

【日時】10 月 14 日 月・祝  8:30 ～ 12:30
【場所】生保内中学校陸上競技場
【種目】 ▼ 60m（1年生男女） ▼ 80m（2・

3年生男女） ▼ 100m（4年生以上男女） 

▼ 200m・1000m・400mR（4年生以
上男子） ▼ 200m・800m・400mR（4
年生以上女子） ▼走幅跳・走高跳・ジャ
ベリックボール投（4年生以上男女）

【参加料】500円
【参加資格・条件】 ▼仙北市スポ少登録者

と市内小学生 ▼ 4年生以上はリレーを
除き1人2種目エントリー可 ▼リレー
チーム編成は補欠を含む6人以内、単位
団体から2チームまで

【申込方法】申込用紙は体育協会窓口に設
置しています。

【申込期限】9 月 25 日水 
【申込・問合せ】仙北市小学生陸上競技大

会実行委員会（仙北市体育協会内）
　☎54-3474  FAX 42-8090

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

角館地区支え合い協議体・仙北地域
かがやき隊（生活支援体制整備事業）

和
のどか

さろん
【日時】9月20日金 10:00 ～ 12:00
【場所】旧石黒（恵）家
【対象】65歳以上の方
【参加料】100円（お茶代）
【内容】エコたわしづくり
【その他】初めて参加される方は、事前に

下記までご連絡ください。送迎は行っ
ていません。

【問合せ】仙北市社会福祉協議会角館支所
　鈴木  ☎54-2493

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

あきたスマートカレッジ
県立学校開放講座
中国語講座（実践編）
受講生募集中

【期日】9月10日・17日・24日・10月
　1日・8日・15日・11月5日・12日・

19日（毎回火曜日）
【時間】18:00 ～ 19:30
【場所】角館高校駒草キャンパス（旧角館

南高校校舎）
【対象】講座に対し、興味関心のある一般

社会人および学生
【講師】浦山玲美氏（角館高校非常勤外国

語講師・中国語）
【受講料】1回420円（まとめて納付して

いただきます。ただし、学生は無料）
【定員】25人程度
【申込・問合せ】角館高校定時制課程（駒

草キャンパス）担当：教頭 大石
　☎54-1366

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】

7月受付分、敬称略

◆仙北市角館交流センター指定管理者
　㈱秋田 SDI サービス
◆土屋辰雄（角館町田町上丁）
◆北日本コンピュータサービス㈱
◆茶立ての清水を守る会 会長 青柳征

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県仙北平野土地改良区管内
用水路の長期断水について
　令和元年度国営事業および維持管理事
業に伴い、下記のとおり長期断水となり
ます。断水期間中は、地域の皆さまに大
変ご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

【断水期間】9月10日火 ～ 11月13日水 
【断水施設】1号幹線用水路（1幹から分

水される直分すべて）、2号幹線用水路
（四ヶ村堰）

【主な工事内容】 ▼用水管理システム機器
の点検整備  ▼水路側壁洗浄および水路
内堆積物の除去  ▼ゲート、除塵機等機
械設備および電気設備の点検整備

【問合せ】秋田県仙北平野土地改良区
　管理課 担当 髙橋（守）・佐々木
　☎0187-62-0180

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

受動喫煙の防止にご理解
とご協力をお願いします
　大曲仙北広域市町村圏組合が管理運営
する施設は、健康増進法に定める受動喫
煙対策を拡充し、９月１日から敷地内禁
煙（全面禁煙）となります。加熱式たば
こについてもご遠慮ください。

【全面禁煙となる施設】消防署、消防分署、
斎場、へい獣保冷センター、ごみ処理
センター、し尿処理センター、一般廃
棄物最終処分場

【問合せ】大曲仙北広域市町村圏組合 事務
局管理課  ☎0187-62-5187

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

消防署からのお知らせ
　角館のお祭りや田沢湖マラソンなどで、
火気を使用する露店、屋台を出店すると
きは、「消防署への事前の届出」と「消火
器の設置」が必要です。

【事前の届出について】 ▼対象は、ガスコ
ンロ、電気グリル、ホットプレート、
発電機などの火気を使用する露店、屋
台です。 ▼届出者は、出店者、主催者、
その関係者です。 ▼「露店等の開設届
出書」を2部、消防署に提出してくださ
い（届出用紙は、消防署、分署で受け
取るか、または、大曲仙北広域市町村
圏組合消防本部ホームページ《https://
www.os-kouiki.org/index.php》の 様
式集からダウンロードできます）。

【消火器の設置について】 ▼業務用消火器
を設置してください。 ▼住宅用消火器
や製造から10年以上経過した消火器
は認められません。

※消防署では、出店当日に消火器の設置
状況などを確認に伺いますので、ご協
力お願いします。

【問合せ】角館消防署予防班  ☎54-2302

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

角館のお祭り期間中の
交通規制のお知らせ
　角館のお祭り期間中の交通規制に伴い、
規制区域内に該当される方は、角館交流セ
ンター仮設駐車場および東地区公民館駐車
場、落合球場をご利用ください。
　旧角高グラウンド臨時駐車場につきまし
ては、駐車許可証を発行します。地域住民
および規制区域内へお勤めの方は、仙北市
観光課および仙北市観光情報センター「角
館駅前蔵」で受け付けますので、申請いた
だきますようお願いします。時間は 9 時か
ら17 時までとなっています。なお、「角館
駅前蔵」では、土・日も対応可能となって
います。

【問合せ】仙北市観光課  ☎43-3352

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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五十嵐睦子 （86 歳・田沢字春山）

千　恒雄　 （81 歳・田沢字耳除）

藤原スミ　 （92 歳・生保内字上清水）

堀川京子　 （98 歳・生保内字武蔵野）

伊藤シチヱ （92 歳・生保内字武蔵野）

小玉知広　 （43 歳・生保内字武蔵野）

村上キツ子 （90 歳・生保内字沼田）

倉橋成功　 （94 歳・生保内字小杉沢口）

荒木田次夫 （87 歳・生保内字相内端）

佐藤美農夫 （81 歳・岡崎字内村）

大石美代子 （79 歳・梅沢字森腰）

船山ムメノ （95 歳・梅沢字都野）

伊藤一男　 （81 歳・卒田字中野）

黒澤常喜　 （69 歳・卒田字上真崎野）

草彅與惣左エ門 （101 歳・卒田字清水合）

羽場マサヱ （98 歳・卒田字上信田）

菅原豊　　 （88 歳・卒田字上信田）

進藤ヨシ　 （94 歳・卒田字上清水）

小澤トヨ　 （85 歳・卒田字早稲田）

長谷川昭子 （90 歳・上野）

山本靖紀 　（78 歳・岩瀬）

加畠開二郎 （82 歳・岩瀬町）

田口成次　 （95 歳・小館）

藤井強　　 （73 歳・花場下）

鈴木トシ　 （91 歳・田町上丁）

黒澤トシ子 （85 歳 ･ 山谷川崎黒森）

戸澤るい　 （88 歳・川原若神子）

戸澤カズ子 （67 歳・川原下袋）

林崎道男　 （78 歳・雲然山崎）

鈴木寅治　 （81 歳・下延段添）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

※表記の価格は全て税込価格です。

畠山紘
ひろ

　 　（佑太・生保内字堂ノ前）

福井風
ふ う と

侑斗 （俊介・生保内字武蔵野）

藤川駈
かける

　 　（健太・小松字熊野林）

伊藤大
だ い ち

智 　（伸彰・下川原）

山上蒼
あ お と

斗 　（剛・雲然下町屋）

小木田湊
み な と

飛 （智行・八割大沢）

猪本結
ゆ な

菜 　（ゆいか・西明寺字松木台）

高橋謙
け ん と

斗 　（隼人・門屋字六本杉）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

40 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和元年 8 月１日現在）

出生
9 人 40 人

死亡 転入 転出
38 人

人口 26,068 人
（－ 29）　

男  12,146 人 （－   9）
女  13,922 人 （－ 20）

世帯数 10,598 世帯 （＋   5）

戸籍の
 窓口から
―7月届出分・敬称略―

田沢湖   9,740 人
角　館 11,966 人
西　木   4,362 人

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

information第３セクター耳より情報

安　セツ　 （85 歳・八割塩手沢）

佐々木忠一 （81 歳・白岩前郷）

武藤秋雄　 （76 歳・桧木内字松葉）

門脇カネノ （84 歳・桧木内字松葉）

門脇レイ子 （91 歳・桧木内字高屋）

橋本ナツ　 （97 歳・桧木内字山口）

内藤裕子　 （59 歳・小山田字石川原）

大藏ヤヱ　 （95 歳・小渕野字稲荷田）

 営業時間変更のお知らせ
角館のお祭り期間中の 8 日㈰、9 日㈪はレストラン北蔵・米蔵は
22:00 まで営業します。
 秋分の日ランチ
23 日㈪㈷　11:00 ～ 14:00　レストラン北蔵
お 1人様 1,500 円（なくなり次第終了します。）

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 仙北市民憩いの日  9 月は 26日㈭
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。

  9 月の定休日のお知らせ
11日㈬、25 日㈬　定休日のため休館します。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）　東

 秋の旅行会などにおすすめ！「日帰りプラン」
お料理 3,500 円　[ 特典 ] ①入湯料サービス　②カラオケ無料
（ご送迎についてもご相談ください）

 大好評！「湯治プラン」（8/19㈪～9/30㈪ご出発分まで）
2泊3日（5食付き）お1人様10,800円（ご延泊は1泊2食付き5,000
円追加。1室1名様ご利用の場合、ご宿泊1回につき1,080 円追加。）

 恒例企画！「海鮮祭り」
豪快な本マグロの解体ショーやテレビ出演中の夏木えいじの歌謡
ショーをお楽しみください。
10 月5日㈯　18:30 開演　お1人様 6,000 円（お料理・飲み物付き）

 9 月のメンテナンス休館日のお知らせ
26 日㈭　メンテナンスのため休館します。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00（入浴受付 20:00 まで）リオン

 レストランイベント男子会フェア
20 日㈮　18:00 ～ 20:00　
男性 5,000 円／女性 4,500 円　※飲み放題

 秋のコスモス宿泊プラン（8/16 ㈮～ 9/30 ㈪予定）
1室 3 名様以上、お 1人様 6,980 円（休前日お 1人様 1,000 円追加）
1日 7 組限定の季節のお鍋付きです！お早めにお申し込みください。

 9 月のグラウンドゴルフ大会
4 日㈬　月例大会　会員限定（500 円）
7 日㈯　山田敬蔵杯　オープン参加（1,000 円）

15 日㈰　花葉館杯秋季　オープン参加（1,000 円）
29 日㈰　ペアマッチ　オープン参加（1,000 円）
※各大会、昼食 400 円でご用意します。（事前申し込み）

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花

仙北市カレンダー 9/１日   ～19 木   
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ぶ

FK　夏の車内ほど嫌なものは
ありません。少し停めただけ
でも車内温度は急上昇。真夏
に放置すると車内温度は 50

度以上、ダッシュボードは 70 度以上に
もなり一瞬でやけどをするレベルだそう
です。ちなみに黒い車と白い車の車内温
度は 5 度ほどしか違わないそうです。朝
晩涼しくなってきて、この暑さとの戦い
もあと少しと思うと、嬉しい反面なんだ
かさみしいです。

RI　昨年仙北市で開催された
高橋優さんの野外ライブ。あ
のライブが高じて、高橋優さ
んのファンになり、いつも聴い

ています。残念ながら今年のライブには
参加できないのですが、代わりに家族が
参加してきます。ちなみに私の好きな曲
は「ありがとう」です。あの曲調、歌詞
が私の心の琴線にふれるんですよね･･･。

SG　前号から本文にユニバー
サルデザインフォントを使用
していますが、いかがでしょ
うか？従来のフォントとは違

い、誰にでも読みやすいことに配慮され
ているのがその特徴です。とはいえ、内
容も分かりやすくないと…。皆さんの手
に取っていただけるよう分かりやすさも
心がけて、少しずつでもバージョンアッ
プできればと思います。

9/
１ 日

●企画展「福田豊四郎日本画展」（角館町平福記念美術館9:00～17:00　※入館は16:30まで）
8/16･P18  10 月 14 日まで  

●「飾山囃子」の実演（角館樺細工伝承館 10:00～、11:00～） 7/16･P14

２ 月

３ 火
●巡回展「矢来町のたからもの～佐藤俊夫新潮社元会長旧蔵資料の輝き～」（新潮社記念文学
館9:00～17:00　※入館は16:30まで） P11  10 月 20 日まで  

●民謡教室（田沢湖総合開発センター 19:00～20:30） 7/16･P10

４ 水 ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00～16:00） P16

５ 木 ●こころの電話相談（10:00～10:50、11:00～11:50） P16

●パソコンをさわりましょう（西木公民館10:00～11:30） 7/16･P14

６ 金 ●映画「ふるさとがえり」上映会と林監督とのトークセッション（湖畔の杜レストランORAE開場・
受付13:30、上映開始14:10、終了予定18:00） P17

７ 土 ●角館のお祭り 9 日まで  
●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P11

８ 日

●救急講習会（立町ポケットパーク15:00～17:00） P17

●仙北市・大村市姉妹都市提携 40 周年記念式典（角館交流センター14:30～15:30）
8/16･P12

●仙北市・大村市姉妹都市提携 40 周年交流会（角館温泉 花葉館16:30～18:20） 8/16･P12

●第 9 回生保内地区長寿を祝う会（生保内市民体育館11:00～） 8/1･P17

９ 月

１０ 火 ●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00～12:00、12:00～15:00） P16

●中国語講座（実践編）（角館高校駒草キャンパス18:00～19:30） P19

１１ 水
●えくぼの会（角館交流センター10:00～14:00） P16

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00～16:00） P18

●行政相談所開設日（市役所神代出張所13:00～16:00） P18

１２ 木
●オレンジカフェ（紙風船館9:30～11:30） P15

●運動不足からの最大課題は認知症（角館交流センター13:00～15:00） P17

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00～16:00） P18

１３ 金

●親子わくわくスイミング体験＆ランチ（西木温泉ふれあいプラザ クリオン10:00～14:00）
P13

●オレンジカフェ（ケアライフ心都14:00～16:00） P15

●仙北市ふるさとガイド養成講座（乳頭温泉郷とブナの森10:00～15:00） P18

●わくわく！ドキドキ！チャリティーフリーマーケット（角館交流センター10:00～15:00）
8/16･P18

１４ 土

●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P11

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館10:00～） P11

●おはなしかい うさぎのみみ（学習資料館10:00～） P11

●生保内中学校 吹奏楽部・美術部合同発表会（仙北市民会館  開場15:30、開演16:00） P17

●仙北市ふるさとガイド養成講座（乳頭温泉郷とブナの森10:00～15:00） P18

●企画展「福田豊四郎日本画展」ギャラリートーク（角館町平福記念美術館14:00～） 8/16･P18  

●そば打ち教室（神代就業改善センタ－10:00～） 8/16･P19

１５ 日
●第 34 回田沢湖マラソン P9

●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛9:30～11:30） P15

●仙北市ふるさとガイド養成講座（乳頭温泉郷とブナの森10:00～15:00） P18

１６ 月

１７ 火

●オレンジカフェ（外町交流広場13:00～15:00、下延コミュニティーセンター14:00～16:00）
P15

●若者の居場所（角館交流センター14:00～16:00） P16

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館10:00～12:00） P18

●中国語講座（実践編）（角館高校駒草キャンパス18:00～19:30） P19

●民謡教室（田沢湖総合開発センター 19:00～20:30） 7/16･P10

１８ 水
●健康サークル「はなまめ」運動教室（健康管理センター13:00～15:00頃） P18

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13:00～16:00） P18

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13:00～16:00） P18

１９ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター13:00～16:00） P18

 スペシャル体験教室
▶アロマハンドトリートメント
天然成分 100％のエッセンシャルオイルを使用したハンドケア。
心地よいアロマに包み込まれる癒しのひとときを体験できます♪
9 月14 日㈯、15 日㈰　9:00 ～ 16:00
10 分コース 864 円／ 15 分コース 1,080 円

 土・日・祝日ランチバイキング開催！
 ご家族皆さまでぜひご利用ください♪
▶営業時間　11:00 ～ 15:00（受付終了 14:30）
▶料金　大人 1,728 円／小学生 864 円／幼児 540 円

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00 ／土日祝 9:00 ～17:00ハ
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